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すごく不安 4 9 13
やや不安 5 4 2 1 12
どちらでもない 3 1 4
あまり不安でない 2 2
不安でない 2 2
わからない 1 1 2
知らなかった 4 14 2 2 22
合計 8 31 8 4 3 3 57
図7．プログラミング教育の必修化に対して不安であるか（授業前後）（n＝57）
表2．プログラミング教育がどのようなものか分からない
授
業
前
・プログラミングって何なのかという疑問があった。
・プログラミングの意味すら知らなかった。とても難しいことをするのかと思っていた。
・プログラミング自体をよく理解していなかった。
図6．各学校でのパソコンを利用した授業内容（n＝57）
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トの内容が多かった。
（オ）授業評価
「この授業は，プログラミング教育に関して，役
に立っていますか。」の質問に対する回答を表6に
示す。概ね評価が高く，この授業の内容は有効であ
ると思われる。
しかし，アンケート調査結果より，特に授業計画
や問題が発生した時の対処法が分からない学生が多
い。授業計画の方法は，具体的な事例を提示するこ
表3．どのように授業すればよいか分からない
授
業
前
・どう授業を組み立てればいいのか分からなかった。
・どのように進めていけばいいかイメージがつかなくて不安だった。
授
業
後
・きちんと，プログラミング教育について教えられるのか。
・プログラミングをうまく使って授業ができるのか。
・児童にどう説明したらわかりやすく，楽しく取り組むことができるか。
・児童のためになるプログラミング教育ができるか。
・どう授業を展開していけばいいのかがあまり理解できない。
・指導上の留意点。
表4．パソコンを扱う能力がない
授
業
前
・パソコンを扱う能力が自分にはまだないと自覚しているから。
・児童のパソコンでハプニングがあった時にどうしたらいいのか。などその辺の知識がない
こと。
・自分がプログラミングについてあまり詳しく知らないので，小学生に教えられるのか不安
でした。
・問題が発生したときに解決するための知識が全くないこと。なぜ動かないのか等。
授
業
後
・パソコン操作など，コンピュータが上手く扱えないことが不安です。
・プログラミングに対する知識不足。パソコン操作の知識不足。
・いまだに問題が発生したときの対処が分からないから。
・自分のプログラミング能力よりも児童のプログラミング能力が高かった場合，どのように
対応すべきなのかという不安。
・小学校に入る前から ICTにかかわる子供たちが増えているから，自分の知識のほうが遅
れを取ってしまうのではないかという不安。
表5．実践したいプログラミング教育
・車をプログラムで動かしてみたりする。
・ロボットなどを組み立ててプログラミングを行う授業をしてみたい。
・子どもたちはロボットに興味があると思うので，ロボットを用いてプログラミング教育を行いた
いと思います。
・キューブキッズの電子紙芝居は，児童の文学的発想力や想像力も育成しながら，プログラミング
教育を行うことができるので利用してみたいです。
・ゲームを考えて動かすという授業はとても頭も使うし簡単にはできないことであるから，できた
とき楽しいだろうなと思いました。
・最初はコンピュータを使わないプログラミング教育を行って感覚をつかませるといいと思う。
・授業で行った図形の問題みたいに他教科と連携した授業にしたい。
・授業で行った多角形をプログラミングで作るのを行いたいです。
・授業で行った，音が鳴ったりするのをプログラミングするのは取り組みやすいのではないかなと
思いました。
・スクラッチで絵を描くセンサーを用いた劇。
・この授業でしたようなものをしてみたい。
表6．授業は役に立っているか
すごく役に立っている 12人（21．1％）
まあまあ役に立っている 39人（68．4％）
どちらともいえない 6人（10．5％）
あまり役に立っていない 0人（0．0％）
全く役に立っていない 0人（0．0％）
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とで解決する問題であるが，問題が発生した時の対
処法は授業内では解決できない問題であり，プログ
ラミング及びパソコン操作の経験が重要である。そ
こで，授業後も学生自身で学習できるような仕組み
が必要である。最新の情報は，学内の著者のWeb
サイトに提供しているが，プログラミングの問題も
訓練できるように追加する必要がある。試行錯誤し
てプログラムを組んで問題解決を行うことで，いろ
いろなトラブルも経験することができ，トラブルの
対応ができるようになる。
4．まとめ
2020年度から小学校でプログラミング教育が必修化さ
れる。様々な問題が指摘されているが，教員養成校とし
てはプログラミング教育を適切に指導できる学生を育て
る必要がある。そこで，プログラミング教育の実施事例
として，アンプラグドの線路問題や Scratch プログラミ
ングを利用しての多角形の描画問題を演習した。学生の
授業評価等のアンケート調査結果の分析により，プログ
ラミング教育を実践することで，不安感を減少できた学
生もおり，授業の効果はあったと思われる。しかし，具
体的な小学校での指導法やトラブルの対処に不安を感じ
ている学生もおり，授業改善の必要性を感じた。
具体的な授業計画の例題を多く提示すること，これに
関しては他の教科科目と連携してプログラミング教育を
行う必要がある。今後，各教科の実施事例が「小学校を
中心としたプログラミング教育ポータル」に多く提示さ
れる予定であるが，やはり各専門教科の先生方からの指
導がより効果的である。本学部ではプログラミング教育
のプロジェクトを本年度から立ち上げており，教員15名
が参加している。教員間の連携を行うことで，学生にとっ
ては大きな支援となる。
学生が不安を感じている操作やプログラミングのトラ
ブル対応に関しては，ある程度の訓練が必要である。学
内のWebサイトに問題を追加して，常時訓練できるよ
うに対応したい。なお，本学部では2019年度から新入生
はパソコンを必携化するので，プログラミングを常時使
用できる環境となる。
教育の情報化の進展で，当初コンピュータリテラシー
（ワープロ，表計算，プレゼンテーション等）教育は大
学で不要になると思われていた。しかし，小・中・高等
学校でのコンピュータリテラシーの連携がないため，大
学新入生のコンピュータリテラシーの格差の問題が指摘
されるようになった［5］［6］。プログラミング教育も小・中・
高等学校で行うことになっている。是非連携をして，プ
ログラミング教育が深まるようにしてほしい。小学校で
のプログラミング教育が中学校へ引き継がれることで，
小学校のプログラミング教育が一層充実していくものと
思われる。
付記
本研究は，2018年～2019年度中村学園大学プロジェクト研究
「プログラミング的思考を体験的に育む授業や教材の開発」の
助成を受けている。
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